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前報１’２）にてカボチャの開花には，８時間の連続晴期と花弁内の ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎの急減により， 開花

の進展がみられることを しつた。 しかしさらに暗期を継続すると， 花弁に

　

ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ

　

が蓄積し，

開花現象はみられなかった。

　

本実験では， まずュゥガオの開花と

　

ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ

　

の消長をあきらかにするとともに，ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ

溶液を花蓄に散布し，ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ と開花との関係について追求した。

　

つぎにュゥガオをカボチャの台木に接いだ花奮， およびカボチャの台木に中間接木としてキュウ

リを接ぎ， その上にさらにュゥガオを接ぎ， 花蓄の伸長および開花状況についてしらべ興味ある結

果をえたので報告する。

　

本研究実施に際して， 北海道大学農学部田川隆教授より御懇篤な御指導を賜わった。 なお接木の

実験に際しては， 北海道学芸大学佐々木 勝 治教 授より便宜が与えられた。 ここに記して謝意を表

す。

供試材料および実験方法

　

ュウガオの一品種として大長ュゥガを材料としてもちいた。 また台木のカボチャとしては， デリ

シャスを， 中間接木としては小城青長節成キュウリを用いた。 開花度および花蓄の生長状況の測定

には７個体の平均値で示した。

実験結果および考察

　

１． ュウガオの開花状況について

　

ュウガオの花蓄は１６時頃より開花が開始され， つづいて花弁の反転がおこり満開にいたる種類で

ある。 この花奮の生長状況についてみると， 開花前日の１３時では２０ｍｍ，１７時では２１ｍｍであっ た

が， 開花当日の‐１０時では３４ｍｍと， 急激な伸長がみられ，１４時には３８ｍｍを示した。 ついで開花状

態についてみると，１５時にはまだ開花はみられなかっ たが１６時には２０度で，１７時には満開であっ
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た。 この結果ょリュウガオの花雷では， 開花前日より開花当日にかけて， いちじるしい花蓄の伸長

および充実がみられ， その後短時間の間に開花が完了するものの如く思われる。

　

２， 開花前後における花弁内の ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ の消長について

　

まず開花当日８時の花弁内における

　

ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ

　

は第１図に示す如く， ほとんどみられないが，

ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ 様物質および抑制物質の存在が認められた。 前報１’２）にて， カボチャの花審の伸長が旺

んな時期には， 多量の抑制物質がみられることを報告したが，ュゥガオの花蕃でもこの抑制物質は，
カボチャの場合と同様に， 花蓄の伸長と密接な関連を有するものと思われる。
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開花前後における花弁のｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ

０．５

　　　　　　　

１．Ｏ

　

ついで開花当日の１０時には，ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ および ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ 様物質に増加がみみられた。 一方抑

制物質は花審の生長にともなって， 減少の傾向がみられた。

　

しかし ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ

　

および ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ 様物質は， 開花当日の１０時，１２時，１４時と次第に増量の

傾向がみられた。 このことについては， 前報１’２’３）にて， カボチャの開花前に， ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ および

ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ様物質の増加蓄積されることをあきらかにした。 このことからュゥガオの開花はカボチ

ャの開花の場合と同様に，ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ および ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ 様物質増加蓄積がみとめられるものと思

われる。 しかし開花が開始された１６時には， 花弁内の ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ および ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ 様物質の急

減がおこり開花の進展するごとく思われた。 満開時の１８時にはさらに減少がみられた。 この結果よ

リュウガオの開花には，ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ および ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ 様物質の消長と密接な関連を示し開花現象
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が進展するものと思われる。

３， 花黄に

　

ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ を散布した場合の開花状況について

　

さきの実験より， ュゥガオの花審では， 花弁内の ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ

　

の増加蓄積がおこなわれ， つづい

て急激な減少がおこり開花が完了する如く考えた。 そこで ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ（協和醗酵製）５ｐ，ｐ．ｍ 溶液

を， １花奮毎に５ｃｃあて噴霧器を用いて撒布し， 花奮の生長状況および開花におよぼす影響につい

て調べた。

　

まず ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ

　

ｌ回撒布区では， 開花前日１８時にュゥガオの花雷に撒布 した。 この花蕃の伸長

状況は，対照区の花審とほとんど変らない大きさであった。

　

つぎに開花前日１８時， 開花当日６時， および１２時の３回散布した実験区の花奮では， 対照区およ

び１回撒布区に比して， 花奮の伸長は促進された。 ついで開花前日の１８時，２１時，２４時， 開花当日

の６時および１２時の各時刻に

　

ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ を撒布した５回撒布区の花奮では， 他の実験区に比して

花奮の長さはいちじるしく促進される傾向がみられた。 以上の結果より，ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎの撒布回数の

増加にともなって， 花蓄は大きくなる傾向がみられた （第２図参照）。
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ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ散布が花奮の伸長に及ぼす影響

つぎに ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ

　

を撒布 した花苗が開花におよぼす影響について調べた。 まず対照区のュゥガ

オの開花度に６０度の開花がみられた１６時に，ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎｌ回撒布区では４３度，３回撒布区では３９度

を示し，５回撒布区では３３度であった。 すなわち上記のように ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ 撒布回数の増加にとも

なって， 開花は遅延する傾向がみられた。 また対照区の花蓄の開花が進 展し， 満 開になる１７時に

は，ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎｌ回撒布区では， 対照区と同様に満開であったが， ３回撒布区では７９度， ５回撒布

区では７７度といずれも対照区の開花状況にくらべて遅延する傾向がみられた （第３図参照）。

　

すなわち花黄に ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ を撒布すると

　

ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ

　

の撒布回数の増加にともなっ て， 花奮の

伸長は促進される傾向がみられた。 このことより対照区の花奮では， 開花前の花弁内に蓄積された

ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ は， 花奮の伸長および充実のために利用され， 開花の準 備がなされるものと考えられ

る。 その結果 ｇｉｂｅｂｒｅｌｌｉｎ

　

は消耗 し， したがっ て花弁内の

　

ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ に急減がおこり開花が進む

（ヱ３６）
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ものと思われる。。

４，

　

カボチャの台木にュゥガオを接いだ

　

場合の花審の生長状況

　

まずカボチャを台木と し， これに接穂と

してュゥガオを接ぎ， このュゥガオ花蓄の

伸長状況についてみると， 開花前日９時に

は４６ｍｍ， 開花当日７時では４８ｍｍ，１０時

には５０ｍｍと接木を しないュゥガオの花奮

に比して， いずれも大きい花蓄であった。
このことは， カボチャの花蓄の性質が接穂

に影響し， その結果ュゥガオの花董の長さ

かいちじるしく促進されるものの如く考え

られる。 すなわち前報１）にて報告した如く

カボチャの花蓄では， 開花 前日９時に６０

ｍｍを示し， 開花当日９ｏｍｍの伸長がみら

れたことから考えれば理解されるものと思

われる。

　

上記実験では， カボチャにュゥガオを接

いだが， つぎにカボチャとュウガオの間に

開花当日

　　

１５時 １６時

　　　　　　

１７時

　　　　　　

１８時

　　　　　　　

時

　　

刻

第３図

　

ｇｉｂｂｅｒｅｌｌｉｎ散布が開花に及ぼす影響

中間接木として，キュウリを接ぎ， ュゥガオの花審の伸長状況についてみた。 すなわち開花前日１３

時には２９ｍｍ，開花当日１０時には３８ｍｍの伸長でいずれも接木をしないュウガオ花雷に比して， 花

審の長さは促進される傾向がみ
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接木が花奮の伸長に及ぼす影響

間に， 中間接木と してキュウリを接いだユウガオの花奮では， カボチャの性質が， ユウガオの花蓄

形成にあたって， その間にある中間接木のキュウリの性質がさらに影響をおよぼすごとく考えられ

る。 その結果から台木の性質は，キュウリを中間接木とすることにより， 接穂に及 ぼす 影 響は，

低下するものの如く思われる。 一方中間接木のキュウリの性質も接穂のュウガオの花詰に影響する

（ヱ３７）
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ごとく考えられる。

かかる結果よりカボチャにュゥガオを接いだ花奮に比 して， 中間接木のキュウリにュゥガオを接

いだ花蓄では伸長が低下するものと思われる。

ついで開花状況についてみると， カボチャにュゥガオをついだ花蓄では，１１時に１２度の開花がみ

られ，１３時に２５度，１６時に６３度であっ た。 この１６時では接木を しないュゥガオでは開花が開始され

る時刻であるが， 接木のュゥガオでは８分咲きの開花がみられた （第５図参照）。
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接木が開花に及ぼす影響

　

さきに接穂の花奮形成にあたって， 台木としてのカボチャの性質が影響することを明らかにした

が， 開花現象にもカボチャの性質が関与するものの如く思われる。

つぎにカボチャと夕顔の間に中間接木と してキュウリを接いだ夕顔の花蓄では，１３時には１６度，

１５時には２０度の開花がみられ， 接木をしないュゥガオ花奮の開花時刻にくらべて， 開花はいちじる

しく促進される傾向がみられた。

　

このことより中間接木をおこなった花蓄では， 開花にさいして， 台木の性質が影響する如く思わ

れる。 しかしカボチャにュウガオを接いだ花奮に比して， 開花現象は遅延する傾向がみられた。 こ

のことは台木のカボチャの性質が， 中間接木と してキュウリを接いだことにより， カボチャの性質

の接穂に及ぼす影響が減退する結果によるものと思われる。 また中間接木としてのキュウリの性質

が接穂に影響をおよぼすことも推察される。

　

すなわちカボチャにュウガオを接ぐと， 花奮の形成および開花現象には台木のカボチャ性質が関

与するものの如く思われる。
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